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米
まい

（遠隔地へ米を輸送すること、またはその米）

は陸運と舟運で行っていました。陸運は白河街道など複数の陸

路（途中から河川も）で江戸に、舟運は阿賀川と日本海などで

大坂に輸送していました。経済の比重が大坂から江戸に移るに

つれて舟運の廻米は減少し３万俵程度でした。舟運は、阿賀川

が浅く川幅も狭いため小型の鳥飼船しか使えず、さらに利
かが

田
た

の

滝（現在の喜多方市高郷町）と銚子の口の２カ所は通船不可能

で、荷を積み直し、次の船着き場まで陸送しなければならない

難儀がありました。

　積み直しの船着き場は何カ所もありましたが、他所は舟運の

みであったのに対し、野尻は越後街道の陸運の駅所でもあった

ため大変な繁盛でした。江戸時代の初めは、下野尻の大下野尻

（現在の端村自治区）近くの入江周辺に船着場があったと考え

られています。時代が進むにつれて野尻の船着場は、「荒井林

付近」「字太田尻と字北上下平との境付近（ＪＲ上野尻駅裏手

の川岸）」と、次第に上流の上野尻の方に移っていきます。対

岸の柴崎・橋立からは利田の滝を回避しそのまま陸送されてき

た廻米や、山三郷の廻米の一部が野尻に舟で横渡し（柴崎→大

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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今
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沈
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今
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文：田崎  敬修

野尻の繁栄と船着き場の変遷

下野尻、柴崎→荒井林（旅人はこのルート）、橋立→字太田尻と字北上下平の境）されていました。こ

の横渡しも時代が進むと橋立が中心になります。船着き場の移動の理由は、大水による船着き場の損傷

などが一般的に考えられていますが、船着き場の上流新設の願文には、「蔵や番所の修繕がなされてなく、

荷揚げの道が抜け落ち」などという文言はありますが、「洪水で使えなくなった」という明確な文言は

見当たりませんので他の理由もあったのではないでしょうか。

　その時代の野尻側の中心的な船着き場のことを「中島」と呼んでいましたが、他の船着き場が全く使

われなくなった訳ではなくさまざまな状況（水量や利便さなど）により利用されていたようです。


